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ス
ラ
プ
文
化

の
発
掘

こ
の
度
、
北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協

会
の
招
き

で
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
劇
団

「
ガ

ル

ジ

ェ
ニ
ー

ツ

ェ
」
の
女
優
で
、
代
表
者
の

一
人

で
あ
る
ヤ
ド
ヴ
ィ
ガ
＝

ロ
ド
ヴ
ィ
チ

さ
ん
が
来
札
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。

劇
団

「
ガ

ル
ジ

ェ
ニ
ー
ツ

ェ
」
は
、
小

規
模
な
劇
団

で
は
あ
り
ま
す
が
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
を
含
む

ス
ラ
プ
の
消
え
去
ろ
う
と
し

て
い
る
文
化
―
民
謡
、
踊
り
、
儀
式
な
ど

を
掘
り
お

こ
し
、
そ
れ
ら
の
研
究
を
も
と

に
し
て
劇
を
構
成
す
る
と
い
う
演
劇
サ
ー

ク
ル
で
、

そ
の
活
動
１ヽま
欧
米

で
も
注
目
さ

れ
、
す
で
に
カ
ナ
ダ
、

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ

リ
ス
等
で
講
演
し
て
成
功
を
収
め
る
と
と

も
に
、
昨
年

の
ソ
ウ
ル

・
オ
リ
ン
ピ

ツ
ク

記
念
文
化
祭

に
も
招
待
さ
れ
ま
し
た
ｏ

劇
団

「
ガ

ル
ジ

ェ
ニ
ー
ツ

ェ
」
は
、

ス

ラ
プ

の
古

い
文
化
を
再
現
し
よ
う
と
す
る

立
場
か
ら
、

ア
イ
ヌ
民
族
の
文
化
に
多
大

の
関
心
を
よ
せ
て
お
り
、

ア
イ
ヌ
民
族
と

の
交
流
も
希
望
し
て
い
ま
す
。

日
本
語

で
交
流

今
回
は
ヤ
ド
ヴ

ィ
ガ

。
ロ
ド
ヴ
イ

ッ
チ

さ
ん
を
囲
み
、
劇
団
の
活
動
や
ポ
ー
ラ
ン

ド
演
劇
界

の
全
体
的
動
向
、
ま
た
演
劇
人

か
ら
み
た
今
後
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
等
に
つ
い

て
語

っ
て
も
ら
い
、
意
見
を
交
換
す
る
予

定
で
お
り
ま
す
。

ま
た
、

ヤ
ド
ヴ

ィ
ガ
さ
ん
は
、
江
別
に

本
拠
を
置
く
劇
団

。「ど
も
」
と
の
間

で
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
予
定
し
て
お
り
、
こ
れ

に
も
会
員

お
よ
び

一
般

の
皆

さ
ん
の
参
加

を
希
望
し

て
い
ま
す
。

な
お
、

ヤ
ド
ヴ

ィ
ガ
さ
ん
は
、

ワ
ル
シ

ャ
ワ
大
学

日
本
学
科

の
卒
業
生

で
、
日
本

留
学

の
経
験
も
あ
り
、

日
本
語
が
大
変
上

手

で
す
の
で
、
交
流
は
す

べ
て
日
本
語

で

お

こ
な
わ
れ
ま
す
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
語
講
習
会

生
徒
募
集

ポ
ー
ラ
ン
ド
語
講
習
会
の
第
ニ
シ
リ
ー

ズ
を
開
始
し
ま
す
。
も
う

一
度
、
基
礎
か

ら
は
じ
め
ま
す
の
で
、
初
心
者
の
方
も
ふ

る

っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

【
期
間
】
九
月
五
日

（
火
）
か
ら
毎
週

一

回
、
計
十
回

【
時
間
】
午
後
六
時
二
十
分
か
ら
約
二
時

間
【
会
場
】
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ン
タ
ー

（
札

幌
市
北
区
北
七
条
西
六
丁
目
）

【
講
師
】
熊
倉

ハ
リ
ー
ナ

【
内
容
】
初
級
会
話
と
初
級
文
法

【
授
業
料

】
十
回
分
で

一
万
円

参
加
希
望
者
は
、
八
月
末
日
ま
で
に
電

話
か

ハ
ガ
キ
で
ポ
文
協
事
務
局
ま
た
は
藤

原

（
電
話
八
九
四
―
〇
五
七
〇
）
ま
で
お

申
し
こ
み
く
だ
さ
い
。

ポ

ー

ラ

ン
ド

の

舞
台
女
優
と
語
る
会
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ポ
ー
ラ
ン
ド
映
画
の
世
界

（
第
二
回
）

「
ポ
ー
ラ
ン
ド
映
画
の
世
界
」
の
第
二

弾
と
し
て
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
大
作
家
プ

ル

ス
原
作
、

「
砂
時
計
」
の
巨
匠
ヴ

オ
イ
チ

ェ
フ

・
ハ
ス
監
督

の

「
人
形
」
の
上
映
会

を
行

い
ま
す
ｏ
　
一
九
六
八
年

の
ポ
ー
ラ
ン

ド
映
画
で
、

カ
ラ
ー
、

シ
ネ

マ
ス
コ
ー
プ

で
す
。
こ
の
映
画
は
、　
一
九
八
七
年

に
シ
ネ

マ

テ
ー
ク
ジ

ャ
ポ
ネ
ー
ズ
に
よ

っ
アヽ
日
本
に

輸
入
さ
れ
、
自
主
上
映
団
体

の
手

で
上
映

さ
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、　
一
般

の
映

画
館

で
は
上
映
さ
れ
た
こ
と

の
な
い
珍
じ‐

い
作
品
で
す
。

【
日
時
】

九
月
二
十
日

（
土
）

一
回
日
　
午
前
十
時
三
十
分

二
回
日
　
午
後

一
時
二
十
分

三
回
日
　
午
後
四
時
十
分

最
終
回
　
午
後
七
時

【
場
所
】

Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｂ
パ
ー
ト
２

（
札
幌
市

中
央
区
南
八
西
四
大
京
観
光
ビ
ル
地
下
）

【
整
理
券

】

前
売

り
五
百
円
、
当
日
七
百

円
。
当

日
清
算

の
前
売
券
を
同
封

い
た

し
ま
す
。
も

っ
と
ご
入
用

の
方
は
事
務

局
ま
で
ご

一
報
く
だ
さ
い
ｏ

【
共
催
】

北
海
道
ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協
会

イ
メ
ー
ジ
ガ

レ
リ
オ

ボ

レ
ス
ワ
フ

・
プ

ル
ス

（
一
八
四
七
―

一
九

〓

こ

は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
初
の
ノ

ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た

シ

ェ
ン
キ

ェ

ヴ
ィ
チ
を
並
ん
で
、
十
九
世
紀

の
年
代
か

ら
今
世
紀
初
頭
に
か
け
て
の
ポ
ー
ラ
ン
ド

文
学
を
代
表
す
る
大
作
家
で
あ
り
ま
す
。

ブ

ル
ス
は
、
落
ち
ぶ
れ
た
小
貴
族

の
家

に
生
ま
れ
、
大
学
中
退
後
、
様

々
の
職
業

を
経
験
し

て
か
ら
作
家
生
活

に
入
り
ま
し

た
。
初
期

の
作
品
は
機
知
に
富
ん
だ

ユ
ー

モ
ア
小
説
が
主
体

で
し
た
が
、
や
が
て
社

会
問
題
に
対
す
る
関
心
を
深
め
て
行
き
ま

す
。
当
時

の
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
、　
ロ
シ
ア

・

・
プ

ロ
シ
ア

・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
三
国
に

よ

っ
て
分
割
支
配
さ
れ
て
独
立
を
失

っ
て

お
り
、
政
治
的
、
経
済
的
、
社
会
的

に
極

め
て
困
難
な
状
況

に
あ
り
ま
し
た
。

プ

ル
ス
は
、
　
コ
〓
術
は
実
生
活
の
新
し

い
諸
特
徴
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る

べ
き
だ
」
と

の
立
場
か
ら
、
ポ
ー
ラ
ン
ド

社
会
を
冷
静
か

つ
客
観
的
に
描

こ
う
と
し

ま
し
た
。
そ
う
し
た
彼

の
最
大

の
代
表
作

が
長
編
小
説

『
人
形
』
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
作
品
は
、　
一
八
六
三
―
六
四
年
の

対

ロ
シ
ア
独
立
蟻
起
に
参
加
し
て
シ
ベ
リ

ア
に
流
刑
と
な

っ
た
主
人
公
ヴ

ォ
ク
ル
ス

キ
が
、
帰
国
後
、
精
励
刻
苦
し
て
小
商
人

か
ら
大
企
業
家
に
発
展
し
て
行
く
過
程
を

縦
糸
、
彼
と
貴
族

Ｑ
娘

リ
ザ
ヴ

エ
タ
と
の

恋
愛
を
職
糸
と
し
て
、
貴
族

や
商
人
、
労

働
者
や
農
民
と
い

っ
た
あ
ら
ゆ
る
社
会
層

の
人

々
を
描
き
出
し
た
壮
大
は
パ
ノ
ラ
マ

で
あ
り
、
同
時
に
又
、
腐
敗
堕
落
し
た
社

会
や
、
甘

や
か
さ
れ
た
貴
族
娘
、　
つ
ま
り

『
人
形
』
に
し
か
す
ぎ
な
い
恋
の
相
手
に

絶
望
し
た
知
識
人
ヴ

ォ
ク
ル
ス
キ
の
悲
劇

で
も
あ
り
ま
す
。

勤
労
大
衆
や
下
層
農
民
を
作
品
の
中
に

取
り
こ
ん
だ
作
家
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
プ

ス
ル
が
最
初
で
し
た
。
そ
の
意
味
で
も
、

長
編
小
説

『
人
形
』
は
、
ま
さ
に
当
時
の

ポ
ー
ラ
ン
ド
社
会
を
生
き
生
き
描
き
出
し

た

エ
ン
サ
イ
ク
ロ
ペ
デ
ィ
ア
と
も
言
え
る

作
品
で
あ
り
ま
す
。

（
灰
谷
慶
三

・
北
大
文
学
部
助
教
授
）

一
織
一職
炒
一
　
こ
の
睦
け
説
は
一制
号

の

「
ポ
ー
レ
」

の
た
め
に
書
か
れ
た
も

の
で
す
が
、
編
集

部

の
手
違

い
の
た
め
、
前
号

で
は
前
半

の

部
分

の
み
が
繰

り
返
し

て
掲
載
さ
れ

て
し

ま
い
ま
し

た
。
お
わ
び
し
て
訂
正

い
た
し

ま
す
。
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